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Various activities were doing for the decommissioning of Fukushima Daiichi nuclear power station. In present, 

activities are limited by remote operation or short time manual operation, because these areas are still high 
radiation rate. In this situation, it is expected to reduce the radiation rate of these areas by the decontamination, 
shielding and removal radiation souses, et al. 
 At the national project “Development of remote decontamination technology for reactor building”, we selected 
adoptable decontamination technologies among various decontamination technologies. Toshiba take charge of 
dry-ice blast technology with in adoptable decontamination technologies.  
 This paper describes the development of remote dry-ice blast vehicle for lower part and the result of 
demonstration test which was carried out in the reactor building of 1F-2. 
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１．はじめに 

福島第一原子力発電所の廃止措置に関連し、種々の活

動が行われている。これらの活動箇所は、雰囲気線量率

が高く、遠隔操作あるいは極短時間での作業にならざる

を得ないのが現状である。このため、除染、遮へい、線

源撤去等により、作業箇所の雰囲気線量率を低減するこ

とが望まれている。 
資源エネルギー庁の補助事業「原子炉建屋内の遠隔除

染技術の開発」においては、種々の除染技術から有望な

除染技術を選定し、そのうち、東芝は、ドライアイスブ

ラスト除染の開発を担当することとした。 

本稿では、低所用ドライアイスブラスト除染装置の開

発経緯と１Ｆサイトで実施した実証試験の結果について

報告する。 
 
 

２．ドライアイスブラスト除染装置の開発 

2．ドライアイスブラスト除染装置の開発 

福島第一原子力発電所の汚染は、「遊離性汚染」「固着性

汚染」「浸透汚染」に分類される。ドライアイスブラスト

除染は、これらのうち「固着性汚染」を対象としている。 

 低所用ドライアイスブラスト除染装置の開発は、平成

24年度の実証機試作と 2Fサイトでの試験評価を踏まえ、

平成25年度ではシステム改造を実施した。主な改造項目

は、監視カメラ等の見直しによる走行安定性の改善やド

ライアイス搭載量の 3 倍化による除染継続時間の延長で

ある。今回の改造では走行時の遠隔監視用カメラの台数

を当初搭載の 2倍以上の 9台に増やした。特に、走行時

に台車周辺を監視するための車載用カメラは台車の前後、

左右の 4 方向に配置し全周をカバーすることで、台車の

真上から俯瞰した映像を得ることができる構成とした。

この俯瞰映像により、通路壁に接近した場合においても、

安全で的確な遠隔操作を可能とした（図２参照）。 

 改造後の低所用ドライアイスブラスト除染装置を図１

に示す。 
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3．ドライアイスブラスト除染装置の実証試験 

改造後の低所用ドライアイスブラスト除染装置につい

て、1F-2号機の原子炉建屋 1階の実際の汚染表面で、遠

隔除染性の確認試験を実施した。本システムは、除染台

車、支援台車の台車 2 台で構成している。操作はすべて

免震重要棟から遠隔操作で行い、除染場所には試験のた

めの監視員も含めて人の立入を禁じ、実工事と同様の完

全無人で実施した。除染場所は、原子炉建屋1階の床面3

か所、壁面 2 か所（コンクリート面と電装盤表面）の計

５か所を選定し、1日1箇所、計5日間で試験を実施した。

試験状況の一例として、「⑤機器表面」の除染作業中の除

染台車とアームの状態を支援台車の監視カメラから捉え

た映像を図３に示す。全箇所、計画時間内で作業を完了

できた。ドライアイス搭載量の増加により噴射時間を約

20minから 60minに延長し、走査速度 1.8m/min、走査ピ

ッチ 20mmとすることで、約 2m2の除染が可能となった。

除染前後で、OSL線量計による表面線量計測を実施し、除

去率を算出した。散水洗浄後の床面除染で除去率 62%

（DF2.6）、散水洗浄も含めて目標達成(DF5以上)と評価し

た。未洗浄部位はDF2.3であった。 

 

4．まとめ 

低所用ドライアイスブラスト除染装置の開発に引き続

き、高所用ドライアイスブラスト除染装置、上部階用ド

ライアイスブラスト除染装置の開発を実施中である。ま

た、開発した低所用ドライアイスブラスト除染装置の実

機適用により、除染作業の円滑化と廃止措置の推進に貢

献することが期待される。 
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図１ 低所用ドライアイスブラスト除染装置（改造後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 除染装置周囲の俯瞰画像 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 実証試験の作業状況 
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